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あ
つ
か
し
山
は
僕
た
ち
の
山

４月26日 藤田小学校と大木戸小学校

では阿津賀志山に登りました｡ 初夏をお

もわせる陽射しの中､山頂にたどりつく

とお弁当の 時間です。 楽しいひと眄を
過し、先生の号令がかかると 児鬚たち

は手に袋を 持ち、一斉にごみ拾いをは

じめます。
阿津賀志山は町のシンボル。日々の

生活をみつめ、成長を 見守ってくれる
山で す。児童たちは僕たち私たちの山

をき れいにと、空缶や吸殻など投げ捨
てられたゴミを拾い集めました。

国見町消防団へ金ばれん…………………………２

国土調査事業………………………………………４

４月のグラビア……………………………………６

インフォメーション……………………………９

生涯学習つうしん………………………………1 ２



国
見
町
消
防
団
に

晴
れ
の
金
ば
れ
ん

県
下
一
の
消
防
団
を
称
え
る
福
島
民
報
社
の

「
金
ば
れ
ん
」
を
、
第
五
十
回
を
記
念
す
る
今
年

度
。
国
見
町
消
防
団
（
高
橋
力
団
長
、
団
員
二
百

六
十
一
名
）
が
受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

宍
金

ぱ

れ
ん
へ
は

県
、
県
消

防

協
会

及
び

福

鳥
民

報
杜

が

、
県
ド

消
防
Ｍ

の

活
助

実

紋

。
消

防

施
設

の
整

術
状

況
に

よ

り
選

定
す

る
名

杵

あ

る
賞
で

す

。
国

見
町

消
防

団

の

川
頃

か
ら

の

火
災

予
防

活
助

、
特

に
夜

驚

活
動

な
ど

が

鳥

く
評

価
さ

れ

た
も
の

で

。
火

災
時

の

迅
速

か

つ
的

確
な

対
応

、
消

防

施
設

の
允

火

な
ど

が

、
受

賞
理

由

と
な

っ
て

い
ま

す
。

国
見

町
消

防

川
に

お

い
て

。
「

金

ば
れ

ん
」

は

初
め

て
の

受
賞

で

、
や

成
卜

年

の
福
鳥

県

知
嘔

表

彰
旗

に

続
く
快

挙

で
す

。

商
橋

団
長

は

「
諸

先
輩

か
ら

の

伝
統

を
守

り

、

団
員

。
丸

と
な

り
そ

の
発

展

に
収

り
組

ん
で
き

た
結

果
で

、

非
常

に
名

誉

な
こ

と
で

す

。
町

を
は

じ

め
と

す

る
関
係

川

体
の

支
援

の

鵬
物

で

あ
り

、
今

後

受
賞

に
恥

じ
な

い
活

動

を

進
め

た

い
。
」
と

ぶ
‥
び

を

か
み

し
め

ま
す

。

表
彰

は

丘
月
一
。卜

九

川
福
島

巾

で
開

催

さ

れ

る
第

瓦

卜
丘

川
県

ド
消

防
人

会

で
行

わ

れ
。

『
金

ば
れ

ん
い

が
授
７

さ
れ
ま

す

。

旺盛な士気を披露(

昨年の消防点検)

受賞を祝い、町民の皆橡に金ばれんを

披露するパレードや祝賀式典を行います。

受賞祝賀パレード
５月29日(水) 午後1  時 ･分～
藤田商店街～(藤田小学校)～グリーン
アリーナ923

受賞祝賀式典
５月29日i水）午後2  時 分頃祠 パレード覦了掻）

グリーン アリ ーナ923

豪受賞 祝賀式 典終了 後に匿1内全域 バレ ー

ドを行い ます｡コース､時刻等は回 覧で

お知ら せし ます。

3年連

続 総
務
省
、
国
見
町
を

財
政
健
全
団
体
に
指
定

財
政
状
況
が
健
全
な
団
体
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
起
債
の
許
可
手
続
き
が
一
部
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

総
務
省
で
定
め
た
健
全
団
体
の
基
準
に
匸

二
年
辿
続
し
国
見

町
が
該
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
体
の
財
政
状
況
を
示
す
も
の
に
、
経
常
収
支
比
率
と

起
債
制
限
比
率
が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
の
場
合
ど
ち
ら
の
条

件
も
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
団
体
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
国
見
町
で
は
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
財
政
巡

営
に
努
め
、
補
助
な
ど
有
利
な
嘔
業
な
ど
を
選
別
し
、
さ
ら

に
コ
ス
ト
意
識
の
も
と
経
費
節
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
の
借
入
金
で
あ
る
起
債
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
交
付
税
で

の
助
成
措
置
が
あ
る
も
の
を
選
択
し
、
さ
ら
に
繰
上
償
還
を

す
す
め
る
な
ど
、
健
全
財
政
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政

の
効
率
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る

指
数
。
人
件
費
・
公
債
費
な
ど
の
経

常
経
費
に

一
般
財
源
が
ど
の
程
度
使

わ
れ
る
か
を
示
し

、
低
い
ほ
ど
弾
力

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

◆
起
債
制
限
比
率

町
単
独
で
負
担
す
る
（
交
付
税
算

入
分
な
ど
を
除
く
）
公

債
費
の

、
町

の
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

低
い
ほ
ど
健
全
と
い
わ
れ
る
。

財政の健全化が確保されている団体

犬
�紅儡耻取

こ箏 �11覃口l匕i

麗 務省 基 準指 数 �10％未満�75％未満

平成13年度国見IJ指数 �56  % �726 %

平成12年度国見町指散 �70％ �73-8 %

平成11年度国見町指数 �90 �7川％

国見町の指数は該当年度の前年
決算数値を記載



勲
六
等
瑞
宝
章
に
輝
く

叙
勲
の
栄
誉
松
浦
芳
藏
さ
ん

元

国

兄
町

議
会

議
‥以
．
松

浦

芳
藏

さ

ん
（

人
木

．尸
）
が

勲
六

等

瑞
宝

び
を

受
政
にし
ま

し

た
．

四
月

．一
卜
八

日
国

囗
｀
町

役

場
に

お

い
て

、
松

浦

さ
ん
へ

瀬

戸
明

人
福

鳥

県
県

北
地

方
振

興
局

長

よ

り
、

勲
記

と
勲

卓
が

伝

達
さ

れ

ま
し

た
．

松
浦

さ
ん

は
昭

和

四
卜

九
年

じ
月
か
ら
四
期
卜
．
．年
余
に
わ

た
り
、
議
会
磁
ｕ

と
し
て
地
方

自
治
の
発
展
に
．貞
献
さ
れ
、
特

に
町
生
活
从
盤
の
充
実
、
教
育
、

福
祉
等
の
向
Ｌ

に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
．
ま
た
、
藤
川
病
院
組
介

議
員
、
衛
乍
処
理
組（
‥
議
ｕ

も

歴
任
．
町
ｎ

業
委
ｕ

や
伊
達
西

部
Ｌ
地
改
良
区
理
膕
な
ど
も
努

め

ら
れ

、
地

域
農

業

振

興

へ
も

寄
り

さ

れ
ま

し

た

。松
油

さ

ん
は
今

年

。。
。

月

に
ハ

ト
ハ

歳

の
米

寿

を

迎
え

ら

れ
、
円

満

に

し

て
心

任
感

強

い
人

柄

は

多
く

の
人

が
知

る

と

こ

ろ
で

、
広

く
信

望

を

糾

て

お
り
ま

す
。

仏
達

式
で

は
子

忠

の

興

さ
ん

と
と

も

に
、
冨

永

武
人

国
兄

町
長

、

佐

藤

忠
美

国
兄

町
議

会

議

長

、

八
鳥
溥

卍
同

副

議

艮

ら
同

席
の

も
と

贈

叭

を

う
け

ま
し

た
。

各
種
団
体
で
総
会
開
催

町
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

四
月
は

町
内

会
長

さ

ん
を

は

じ
め

役
職

貝

の
改

送
則

で
、

ま

た
各

種
団

体

の
総

会
が

開
催

さ

れ

ま
し

た
。

各
役

職
員

の
方

に

は

、
町

行
政

各
般

を
支

え
て

い

た

だ
き
、

ま

た
町

民
み

な
さ

ま

の
パ

イ
プ

役

と
し
て

、

極
め

て

亟

妛
な
役

割

を
担

っ
て

い
た

だ

い
て

お
り

ま

す
。

今

川
退

任

さ
れ

た
方

に
は

長

年
の

ご
協

力

に
対
し

感

謝
状

が

贈
‥
．ｈ
さ

れ
、

新
た

な
任

に
就

か

れ

た
方

に
は

委
嘱

状
が

交
付

さ

れ
ま

し

た
。

そ
の

後
の

各
総

会

で
は
、
各
団
体
の
活
助
や
戸
算

が
審
議
さ
れ
、
役
ｎ

の
選
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
団

体
の

会
長
・
副

会
長

敬
称
略

一一
　
」
は
町
内
会
名

◇

町
内

会
畏

迎

絡

協
議

会

会
　

長
　

粛
藤
　

麌
助

九町

東

‘ヽ

副

会

長
　

宍
戸
　

文
平

｛
第
　

匸

◇

納
税

貯

蓄
組

合

連
合

会

会
　

長
　

八

島
新

太
郎

一
山
崎

北

’・

副

会

長
　

佐
久

間

成

美

（
第
　

八

ヽ

◇

生
活

環

境
推

進

員
協

議
会

会
　

長
　

高
橋
　

芳
男

一
本
　

町
『・

副

会

長

井

砂
　

善
榮

‐‐
北
　

覦
ご

◇

健

康
推

進
員

協
議

会

会
　

長

佐
藤

和
子

一
’板

橋

‘ヽ

副

会

長
　

大

泉
　

光

一
’大

坂

Ｊヽ

副

会

長
　

菊

地
カ

ネ
ヨ

ー．第

十

Ｔ

◇

統
計

調

査
員

協
議

会

会
　

長
　

仲
野

周

一
郎

』’．汞

田

中
一・

副

会

長
　

武
田
　

孟

］（第
　

三

）

大役を果たして

国民年金組合連合会解散

|11挧136年４川の川民年 金制峻発足 と|川|時

に、町内 会毎に組織され た川民 年金細躙g ）

は、この3jj 末をもって解 散となり ました｡

これにより同 組介長で組 織する国 見町川民

年命組 合連 合公の 解散総 会が４川1811 に|川

催され､４０余年に わたる 活動に 幕 が卜･ろ さ

れました｡

法改正に より。これ まで町 で行っていた

傑険料 の収 納業務 な どは､ ４ 川から|心接国

が行なうこ ととなり、紺 介長が被保険 者の

利便をは かるため 批っていた保 険料収納 業

務が無くなり 廃||:されるもので す｡

これ まで歴 代の 川民年 金組 介長さんのご

尽力により。 川見町は県ｆ 有数の 高い検認

串（保険料収納 半）を誇ってお り、数 々の

表彰の栄 誉に 郎きました。

解散総 会で は。 木村敏 屶同辿 合会艮はじ

め全64名の糾 介長に感､謝状と 記念品が冨 水

町艮から贈 ’itされ 、その後、辿 合会解散が

決巌され まし た。総 会終ｒ後に は分散会が

行わ れこれ

まで の活動

を振り返 り、

屯に 国民年

金制 度の 発

展 を听りま

した｡



国
土
調
査
事
業

調
査
地
区
は
内
谷
地
区
で
す

今
年
度
の
国
土
調
在
は
、
内

谷
地
区
の
山
間
部
、
調
査
予
定

面
積
一
・
六
七
平
方
㎞
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
現
地
を
一
筆

毎
に
調
査
・
測
量
す
る
こ
と
に

よ
り
、
所
有
者
や
地
口
、
而
積

及
び
境
界
な
ど
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。
現
在
使
川
さ
れ
て

い
る
登
記
簿
や
字
限
図
は
、
明

治
は
じ
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の

を
基
本
と
し
て

い
る
た
め
、
実

際
の
土
地
の
状
況
と
合
わ
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

調
査
に
よ
り
上
地
立
記
簿
や
字

限
図
が
火
際
の
土
地
に
即
し
た

正
確
な
も
の
と
な
り
、
皆
さ
ん

の
権
利
の
保
護
や
新
し
い
町
づ

く
り
に
、
又
は
災
害
時
の
復
旧

な
ど
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

見
町
の
国
土
調
査
は
。
昭

和
六
十
二
年
度
か
ら
行
わ
れ
、

平
成
十
三
年
度
ま
で
に
調
査
而

積
は
二
二
・
〇
七
嘔
方
㎞
で
、

登
記
完
了
而
杖
は
一

八
・
二
六

嘔
方
㎞
と
な
り
ま
す
。

調
査
で
は
地
権
者
の
方
の
立

会

い
を
も
と
に
、
地
区
の
国
上

調
介
推
進
委
員
の
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の

後
測
量
調
査
に
よ
り
翌
年
度
に

は
地
箱
図
一
地
籍
簿
を
作
成
し
、

み
な
さ
ん
に
閲
覧
頂
き
承
認
を

受
け
ま
す
。
岡
県
の
認
証
を
受

け
た
後
、
登
記
手
続
き
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
　
願
　

い

境
界
確
認
の
時
に
打
ち
込
ん

だ
杭
な
ど
は
、
絶
対
に
抜
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
国
土
調
査
法

等
に
よ
り
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
測
量
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
誤
っ
た
登
記
の
原
囚
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
再
度
、

確
認
の
立
会
い
な
ど
を
し
て

い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

調査予定宇名

矢
木
沢
一
、
矢
木
沢
二
、
桐
目
木
一
、
三
ッ
森
、

谷
地
入
、
桐
目
木
二
、
大
窪
、
梨
子
平
、
柴
ノ
窪
、

西
太
郎
峯
、
東
太
郎
峯
、
胡
桃
作
、
七
曲
、
金
有

沢
、
新
塒

新
林
、
守
山
、
六
郎
内

網
か
け
は
字
の

一
部
の
実
施
で
す
。

国

土
調
査
推

進
委
員

（
敬

称

略

）

○
菅
野
　

£
　
○
山
田

秋
男

赤
坂

洩
吉
　

安
藤
　

進

安
藤

守
茂
　

山
川
　
勝
衛

後
藤

義
呑
　

高
橋

豊
寿

佐
藤

洋

．
　

鳥
橋

昭

．

若
生

鵬
男
　

高
野
伊
勢
男

赤
坂
　
正
弘
　

鴨
田

福
雄

菅
野
冨
良
雄
　

菅
野

升
一

熊
坂
　
一
正
　

古
内

忠
宣

鴨
田
　
正
雄
　

鴨
田
　

噌

赤
坂
　

晃
　

熊
坂

榮
一

熊
坂
占
兵
衛
　

熊
坂

文
人

膏
野
　

堅
　

竹
野

呑
三

新
村

佃
夫
　

竹
野

栄
光

本
川

善
巾
　

笹
木
　

弘

○
会
艮

○
副
会
災

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
国
七
調
査
係

″`（
５
８
５
）
2
9
6
7



内谷春日神社

太々神楽奉納

絶
や
す
ま
い

伝
承
に
若
い
力

内
谷
春
日
神
社
例
大
祭
は
四
月

。一

４

．
日
に
行
な
わ
れ
、
町
指
定
民
俗

無
形
文
化

財
に
指
定

さ
れ
て

い
る

太
々
神
楽
が
本
納
さ
れ
ま
し
た
。
神

楽
殿
に
お
い
て
内
谷
太
々
神
楽
保
存

会
（
熊
坂
一
会
長

）
に
よ
る
卜

。
座

が
Ｌ
演
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
小
坂
小
学
校
の
児
収
一
。卜

名
が
参
加
し
、「
神
招
の
舞
」
な
ど
匕

座
を
披
露
、
太
鼓
や
拍
ｆ
も
分
担
し
、

人
き
な
原
助
力
と
な
り
ま
し
た
。
ｆ

供
た
ち
は
毎
週
七
曜
日
の
定
期
練
習

の
外
に
春
休
み
返
Ｌ

で
毎
日
練
習
に

励
み
、
立
派
に
神
楽
の
本
納
を
し
ま

し
た
。
特
に
「
小
弓
の
舞
」
は
こ
の

若
い
力
に
よ
り
Ｉ
‥卜
年
ぶ
り
の
本
納

を
遂
げ
ま
し
た
。

太
々
神
楽
は
明
治
卜
。柾
年
三
春
地

方
よ
り
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
、
戦
後

一
時
途
絶
え
た
も
の
の
、『
内
谷
太
々

神
楽
保
存
会
』
が
結
成
さ
れ
、
古
老

を
訪
ね
て
は
舞
の
所
作
、
太
鼓
や
節

の
調
ｙ
Ｆ
を
桝
っ
て
の
復
活
で
し
た
。

現
在
ハ
ト
歳
を
筆
頭
に
卜
瓦
名
の
楽

人
が
保
存
に
努
め
て
お
り
、
新
た
に

若
い
力
へ
の
伝
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

平
成
1
3年
の
実
施
状
況

耕
作

条
件

が
不

利

な
中

山
間

地

域
等

に
お

い
て

、

農
業

を
続

け

る
こ

と
に

よ

り
ａ

地

を

保
全

し

、
多

而
的

機

能
を

確
保

し
て

い
く
た

め
の

、
中

山

間
地

域
等

直

接
支

払
心
″
業

が
唹

成
卜

二
年

度

よ

り
行
わ

れ
て

い
ま
す

。

中

山

間
地

域

で
は

、
平
地

に

比
べ
て
耕
作
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

耕
作
放
棄
を
防
ぎ
、
中
山
間
地

域
の
ａ

地
の
持
つ
機
能
（
洪
水

や
上
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
防
止

の
保
水
機
能
や
、
美
し
い
景
観

の
提
供
な
ど
）
を
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
こ
の
制
度

が
創
ら
れ
ま
し
た
。

上
地
所
有
者
や
耕
作
者
が
五

年
問
の
集
落
協
定
を
結
び
、
共

同
活
動
等
を
行

う
こ
と
に
よ
り

交
付
金
を
支
払
う
も
の
で

、
農

業
生
産
活
動
、
多
目
的
機
能
の

増
進
活
動
、
生
産
性
・
収
益
の

向
Ｌ

、
担
い
手
の
定
着
促
進
等

の
計
画
を
立
て
実
施
し
て

い
ま

す
。平

成
十
三
年
度
も
引
き
続
き

六
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
而
秘
は
〇
・
四
回

ほ
ど
増
加
し
ま
し
た
。
交
付
金

は
集
落
活
助
や
農
道
・
水
路
の

維
持
管
理
な
ど
の
共
同
活
助
経

費
に
半
分
以
上
を
允
て
る
と
と

も
に
、
農
家
に
対
し
て
も
支
払

わ
れ
ま
し
た
。

協定粟落名 �参加者数 �農用地区分 �啀足匳桶(鬮) �又付金呼円）�適　　　 要

鳥取山田 � ９名 �急傾(田) �228 �479 �又勺ぎΞリフ1･3ﾐ1,･3,･10a

当 たり の 単価

憩傾 斜地 【急傾 】

田21,{XX} 円

畑11.5(X) 円

縉傾 斜地 【罎傾 】

田8.0[X} 円

畑3.Sl) 円

鳥取下爪内 � ８名 �急傾(畑) �1.34 1　　154

鳥取沼田 �6 名 �急傾(田) �1､52 �319

内谷涓上 � ４名 �急傾(田) �123 �258

貝田中江 �22 名 �急傾(田) �6.S �1  .4

貝田 新田 � ７名 �
急傾(畑) �1, 卯 �124

��縲傾(畑)�1.83 �64

６　襲 落 �56 名 ��16-27 �2  ,



４
月
の

桜
前
線
　
異
常
あ
り

暖
か
な
冬
と
な
り
、
桜
の
名

所
で

あ

る
観
月
台
公
園
の
桜
も
、
３
月

末
に

は

つ

ぽ
み

も
ふ
く
ら
み
は
じ
め
、４

月
３
・

４
日
に
は
満
開
を
迎
え
ま
し
た
。
例
年

よ
り
1
0日
ほ
ど
早
い
開
花
と

な
り
、
桜

前
線
も
記
録
的
な
ペ
ー
ス
で
北
上
し
ま

し

た
。

よ
さ
こ
い
踊
りお

披
露
目

４

月
1
4日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
前

で

、
国
見
よ
さ
こ

い

Ｉ一。東
海
林
美

智
子

会
長
）
に
よ
る

。
よ
さ
こ

い
踊
り

‘
が

披

露
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
こ
ろ

か

ら
网
商
工
会
女
性
部
が
中
心
に

な
り
参

加
者
を
募
り
練
習
を
は
じ
め
、
幼

稚
園

児
か
ら
幅
広
い
階
層
の
約
5
0名
で

今
年

４
月
に
「
国
見
よ
さ
こ
い
」

を
結
成
、

２
曲
の
演
目
を
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

ま
た
。
以
前
よ
さ
こ
い
踊
り
に
取

り
組

ん
だ
小
坂
小
学
校
の
６

年
生
も
加
わ
り
、

威
勢
の
い
い
き
び
き
び
と
し
た
踊

り
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

交通安全親子フェスティバル

４月14日に新入学 児童を対 象とし た,「交

通安全親子フェスティ バル」が伊達町の自

動車学校で開催さ れまし た。新入学 児童を

事故から守ろうと 交通安全協会など が主催

し ，国見町交通安全母の 会による人形劇や

白バイ ，パトカーの 体験 乗車をはじ め ，実

際に車と 人形による 事故の 実演では恐ろし

さを実懸 。交通ルールを守ることを誓い ま

し た。

福祉に役立てて

Ｊ
Ａ
藤
田

女
性
部
フ

ォ
ー

ク

ダ
ン
ス
部
で

は
４

月
５
日
に

桑

折
町
で

開
催
し
た
舞
踊
と
フ

ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の

発
表
会
で

あ
る

「
さ
く
ら

ま
つ
り
」
で
の
チ

ャ

リ
テ
ィ
ー

収
益
金
を
、
福

祉
の

た
め
に

と
寄
附
く
だ
さ
い

ま
し

た

。
同
部

高
橋
ヒ

デ
部
長

と
五

十
嵐
マ
サ
子

さ
ん
か
ら
冨

永
町

艮
へ
手
渡

さ
れ
ま
し
た

。

福
島
信
用
金
廉
吾
妻
哲
夫
理

事
長
か
ら
も
、
福
祉
の
た
め
に

と
寄
附
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
と
例
年
多
額
の
金
額

を
寄
附
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ビ
ア



災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

避
難
路
と
し
て
整
備

避

難
路

整
備

嘔

業
と
し

て

進

め
て

い

た
、
観

月

台
文
化

セ

ン

タ

ー
か
ら

西

根
堰

沿

い
に
藤

田

小
学

校

ま
で

（
町

道
二

〇

八
六

り
）

続

く
三

五
六

ｍ
が

こ
の

ほ

ど
仮

閧

通
し

ま
し

た
。

総
務

省

の
防

災

ま
ち

づ
く

り
事

業
と

し

て
昨

年

卜
二
月

か

ら
着

ｆ
１．し

、

西
根

堰

に
一
部

開

口
部

を

設
け

な
が

ら

も
地
下

に

布
設

す

る
こ

と

に
よ

り
、

六
ｍ

の
通

路
を

確

保

、
緊
急

時

の
避

難
経

路
や

両

避
難

所
の

連
絡

路

と
し
て

役

割

を

果
し

ま

す
。

本
路

線

は
藤
田

市

街
地
ｈ

の

傾

斜
地

に

あ
り

、
西

根
堰

の
決

壊

の

恐
れ

な
ど

か
ら

、
災
山

の

未

然
防

止

の
た

め
日
１１
急
な

改

善

が
求
め

ら

れ
て

い
ま

し
た

。

現
在

は

未
舗

装
で

す
が

、
今

後

公
共

下

水
道

事
業

に
よ

る
管

き

よ
布

設

の
後

、
舗

装
さ

れ

る

こ

と

に
な

り
ま

す
。

当
而

路
面

に
凹
凸

が

あ
り

ま
す

の
で

、
速

度

に

注
意
し

て

通
行

し
て

下

さ

堰決壊の未然防11ごや避懲路、連絡路、生活道

など多面的な要望により、整備がすすめられ

た町道 2 ( 号（ド水管布設後に全面鈍装され

る計両です､Ｊ

銃剣道で全国制覇
菅井和宏さん

第４６川全日本銃剣逆大会で

令国制覇を果たし た福島県逃

抜チームの付井和宏さん（徳

江北）がこのほど冨永町 長を

訪ね、優勝 の報告をし ました。

菅井さんはチームの中￥として6戦令勝し優
勝の原動力となりました。

４
名
が
最
高
賞
を

全
日
本
子
ど
も

美
術
大

賞
展

第
2
6回
全
日

本
子
ど
も
美
術

展
に
お
い
て

、
当
町
か
ら
大
貫

秀
人
さ
ん
（
藤
田
小
２

年
）
岡
崎

つ
か
さ
さ
ん
（
藤
田
小
６

年
）
岡

崎
は
る
か
さ
ん
（
藤
田
小
２

年
）

岡
崎
新
さ
ん

（
県
北
中
２

年
）

【
写
真
そ
れ
ぞ
れ
左
か
ら
】
の

４

名
が
、
全
国
約
９

千
の
応
募

の

な
か
か
ら
上

位
5
0傑
と
な
る

最
高
賞
「
推
選
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
指
導
に

あ
た
っ
た
石
原
晃

雲
先
生
は
と
て

も
名
曾
な
事
と

述
べ
て

お
り

。
岡

崎
さ
ん
は
兄

弟
三

人
そ
ろ
っ
て
の
受
賞
で
す
。

入
学
お
め
で
と
う



保健だより
懈 母 勧! 耳: 保  ｰ  係  ( ‘27 卵

いのちを救う 愛の献血にご協力を!!
６月５日(水)は国見町の献血の日で

す。場　 所 �受付眄閧 � 場　 所 �受付時間

観月台文化センター前 �9a}～10:匐�国見町役場荊 �9'(X卜n'曷

制 工 ﾙ
�10゙ 45～12.?00

�{aJ大翻訌夏所靦事釿i �12卜13匐

一心堂藁店前 �13 1 ﾄ 15 �褞梁裂作所飼 �14.1}~15:苟

藤田小学校前
�15:l)～17:α}

�清水裂作所荊
�16:〔X}～17: 国

※成分献血は､検査を含め約１眄間かかります｡ご協力くださる
方は､あらかじめご連絡ください。

歯の衛生週間

６月４日から６月10 日まで

じょうぶな歯

健康づくりの

第一歩

良 くかむことは全身の健康にも大きく彫響し ま

す。 毎日の 歯みがきを実行し，健康なからだと丈

夫な 歯を保ち ましよう。

乳　児　健　診

骸　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 塲

・３か月児（平成14年３月生まれ）

・９か月児（平成13年９月生まれ） �
７月25日(木) � 午後1  時 分～午後２時 �観月台文化センター

第１和室

l健珍内容】☆医師の指尋、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

３ 歳 児 健 診
該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成10年11月１日～　　
平成11年１月31日生まれの幼児 �

７月２日(火) �午後1  時 15分～午後１時45分 � 観月台又化センター
大研修室

【健診内容】☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

☆心理判定貝による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
☆健診該当者には後日健診累を郵送します。

（持参するもの）母子健康手帳を忘れずに！

《
予
防
接
種
に
つ
い
て
》

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
の

皆
様
へ
送
付

い
た
し
ま
し
た
予
防
接
種
の
受
け

方
に
つ
い
て
、
予
約
の
指
定
が
な
か
っ
た
医
療

－

さ
れ
ま
す
よ

う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

＜ 受 付 時 間 の 訂 正 ＞

公 立 藤 田 総 合 病 院

予 防 接 種 受 付 時 間

町 正 荊･･･13:;ll ～14:30

訂 正 後 …13: ｌ 〕～14: 〔X〕

予 防 接 種 実 施

医 療 機 関 の 追 加

か し の 木 内 科 ク リ ニ ッ ク

伊 達 町 宇 岡 前20-6

??55  ﾄ  1411

月･ 水･ 金曜 日9:(X) ～12:〔X〕

(予杓すれば諺輩跼間内なら可)

※ 実 施 す る 予 防 接 種

三 種 混 合 、 麻 し ん 、 風

し ん 、日 本 脳 炎 、 イン

フ ル エ ン ザ

ポリオ集団予防接種

実 施 日 � 対良地区 �受付眄間 � 会　 場

平成14年６月10日(月〉�藤 田 地 区 �午後１畤匐分

～午後２畤�

覩月台又化センター

大研修里
平成14年６月11日(火) �藤田地区以外

【対象 乳 幼 児 】 実施日 に満３ヵ月 から90月未満までの １

回もしくは ２回未投与の乳幼児

※注意 すること …６週間以上の問隔で２回投与しま す。

(持参するも の〉ポリ オの予防 接種予診票を記入し､ 母子

健康手帳と一 緒にお持ちください 。



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

（
大

学
卒

・
短
大

卒
程

度
）

国
見
町

で
は

、
次
に
よ

り
平
成
十
五
年
度

に
採
用

す

る
職
員

を
募
集

し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
◇

一
般
事
務

【
大
学

卒
程
度
】・：
昭
和
五

十
三
年

四
月

二
日
か
ら
昭

和
五
十
六

年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま

れ
た
者
で
、

大

学
を
卒
業

し
た
者
又
は
平

成
十
五
年

三
月

ま
で

に
卒

業
見
込
み

の
者

【
短
大

卒

程
度
】

…
昭

和
五
十
五
年

四
月
二
日

か
ら
昭
和
五

十

八
年
四
月

一
日
ま
で

に
生

ま
れ
た
者

で
、
短
大
を

卒

業
し
た
者

又
は
平
成
十

五

年
三
月
ま

で
に
卒
案
見

込

み
の
者

▼
募
集
期
間
：
亠（

月

三
日

～
六
月

二
十

八
日

（
郵
送

の
場
合
は
六
月

二

十

六

日

消

印

分

ま

で

受

付
）

▼
一
次
試

験
日
・：
七

月
二
十

八
日
（
日

）
▼
二
次

試
験
日
：
二

次
試
験
合
格

者
に
通
知

▼
試
験
方
法
・：

一
次
試
験

は
教
餐
試
験

と

大
卒
に

つ
い
て
は
専
門

試

験
を
実
施

。
二
次
試
験

に

つ

い
て
は

主
に
人
物

に
つ

い
て
の
而

接
及
び
作
文
に

よ

る
試
験

を
実

施
▼
申
込

用

紙
の
請
求

…
申
込
用
紙

は

総
務

課
で
交

付
し
ま
す
。

郵
便
で
請

求
す
る
場
合
は

、

封
筒
の
表

に
「
試
験
申
込

用

紙
請
求

」
と
朱
書
き
し

、

八
十
円
切

手
を
貼
っ
た
自

分
宛
の
封

筒
を
必
ず
同

封

す
る
こ

と
▼
申
込
方
法

…

◇
申
込
用

紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し

、
総
務
課
に

提

出
の
こ

と
。
◇
郵
送
に
よ

る
提
出

も
可

能
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
庶
務
係

晋（
５
８
５
）
2
1
1
2

伊

達

地

方

衛

生

処

理

組

合

職

員
（
大
学
卒
程
度
）

伊
達
地

方
衛
生
処
理

組

合
で
は

、
次
に
よ
り
平

成

十
五
年
度

に
採
用
す

る
職

員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
受
験

資
格
◇

一
般

事
務

（
行
政

）
・：
昭
和
五
十

三

年
四
月

二
日
か
ら
昭

和
五

十
六
年

四
月
一
日
ま

で
に

生
ま

れ
た
者
で
、
大
学

を

卒
業
し

た
者
又
は
平
成

十

五
年

三
月
ま
で
に
卒
業

見

込
み

の
者

▼
募
集
期
間
・：

五
月

三
十
日
～
六
月

二
十

八
日

▼
一
次
試
験
日
・：
七

月
二
十

八
日

▼
二
次

試
験

日
・
・
二

次
試
験
合
格

者
に

通
知

▼
試
験
方
法
・
：
一
次

試
験

は
教
養
試
験

と
専
門

試
験

を
実
施
。

※
申

込
用
紙
は
左

記
で
交

付
し

ま
す
。
申
込

方
法
な

ど
の

詳
細
は
問

い
合
せ
く

だ

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

］`（
５
８
２
）
2０
5
1

福
島
県
職
員

福
島
県
職
員

等
採
用
候

補

者
試
験
の

受
験
者
を
次

に
よ

り
募
集
し

ま
す
。

【
大
学

卒
程
度
】
▼
受
験

資

格
・
；
昭
和
四
十

八
年
四

月

二
日
か
ら
昭

和
五
十
六

年

四
月
一
日
ま

で
に
生
ま

れ
た
者
。
学
歴
は

不
問
。

た
だ
し
。
職

種
に
よ
っ
て

は

免
許
や
資
格

を
有
す
る

（
見
込
み
も
可

）
こ
と

▼

受
付

期
限
・
：
五
月

二
十
九

日
▼
試
験
日

…
六
月
二
十

三
日

【
警
察

官
Ａ
・
婦
人

警
察

官
Ａ

】

▼
受
験

資
格
…
昭

和
四
十

八
年
四

月
二
日
か

ら
昭
和
五
十

六
年
四
月
一

日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者
で
、

大
学
（
短
大
は

除
く
）
を

卒
業
し

た
者
又

は
卒
業
見

込
み
の
者

▼
受
付

期
間
・
：

五
月
二
十
一

日
～
六
月
十

一
日

▼
試
験
日

…
七
月
十

四
日

【
そ

の

他

】
短

大

・
高

校
卒
業

程
度

、
警
察
官
Ｂ
、

栄
養
職

員
。

学
校
事
務
職

員
等
に
つ

い
て

も
採
用
試

験
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
詳
細
に

つ
い
て
は
福

鳥
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な

る
か

次
に
問
合
わ

せ

の
こ
と
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
人
事

委
員
会

｀
‥一（
５
２

１
）
7
5
8
8

国
家
公

務
員

採
用
試

験

人
事

院
で

は
、
国
家
公

務
員
採
用
Ⅲ

種
試
験

（
高

校
卒
業

程
度
）
の
受
験

者

を
募
集
し

ま
す
。

【
Ⅲ

種
試
験

】
▼
受
付
期

間
…
六
月
十

九
日
か
ら

二

十
六
日

）
ま
で

▼
職
種

…

◇
行
政

◇
郵
政
◇
税

務

こ
の

他
に
入
国
警
伽
官

や
刑
務

官
等
の
試
験

も
実

施
さ
れ

ま
す
。
受
験
資

格

な
ど
詳

細
や

資
料
騎
求
は

次
ま
で
。

★
問
い
合
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二

課
　
9
0
2
2
（
２
２
１
）
2
0
2
2

学
生
の
方
へ
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

ふ
る
さ
と

福
島
県
へ
の
Ｕ
タ

ー
ン
就
職
を
希
望
し

て
い
る
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
等
の
学
生
を
対
象

に
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開

催
し
ま
す

。

◇
東

京
会
場
…
中
野
サ
ン
ブ
ラ
ザ

五
月
二
十

一
日
（
火
）
午
後
一
時
～

◇
福
　

島
会
場
…
福
島
グ
リ

ー
ン
パ
レ
ス

六
月
六
日
（
木
）
午
後
一
時
～

◇
郡
山
市
会
場
・：
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ

五
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
一
時
～

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
雇
用
労
政
課
　
ｇ
（
５
２
１
）
ワ
２
１
２



し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦

福
島

県
老
人
ク
ラ

ブ
連

合
会
で

は
、
今
年
中

に
金

婚
式

を
迎
え
る
夫

婦
を
表

彰
し

ま
す
。

▼
該
当

者
・
：
昭

和
二
十
七

年

に
結
婚
し
た
夫

婦
、
及

び

そ
れ
以
前
に
結

婚
さ
れ

届

出
し
て

い
な

い
た
め
表

彰

を
受
賞
し
て

い
な
い
夫

婦

▼
受
付
期
限

…
七
月
十

五

日
ま
で

▼
申
込

方
法
・
：

各

単
位
老
人

ク
ラ

ブ
又
は

町

社
会
福
祉
協

議
会
申
し

込
む
こ
と

★
問
い
合
わ
せ

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

ｇ
（
５
８
５
）
3４
0
3

2002ミスピーチ

募集
葡産の桃をはじめ、槽島のくだものをＰＲし

ていただくpfn?ミスビーチを募集します。

･･応募資格･･-18瘋以卜の女性(高校生除く)で年

間を通して活動できる方●応募締切…５月29日

※詳細は問い合せください。
【応雰･ 問い合わ せ先】

〒960-8601 福島 市役所農業 振興課

｢ミ スピ ーチ｣ 係7?(  5 ) 3 花 7

お
知
ら
せ

商
業
統
計
調
査

に
協
力
く
だ
さ
い

六
月
一
日
現
在

で
商
業

統

計
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ

の
調
査
は

我
が
国
全
て

の

小
売
業

、
卸
売
業
を
対

象
と
し
て

実
施
さ
れ

る
重

要
な
統
計

調
査
で
す
。

調
査
は

従
業
員
数
や

販

売
額
な
ど

基
本
的
な
事
項

で
、
統
計
以

外
の
目
的

に

使
用
す

る
こ
と
は
あ
り

ま

せ
ん
の
で

、
あ
り
の

ま
ま

を
記
入

く
だ
さ
い
。
知

事

か
ら
任

命
さ
れ
た
調
査

員

が
調
査

票
を
持
っ
て

お
伺

い
し
ま

す
の
で
、
ご
協

力

く
だ

さ
い
。

★
問
い
合
せ

企
画
商
工
課
企
画
商
工
係

普（
５
８
５
）
2
9
2
7

事
業
所
の
方
へ

求
人
説
明
会

平
成
十
五
年
三
月
新
規

学
校
卒
業
者
の
求
人
申
し

込
み
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
事
業
所
へ
の
説
明
会
を

開
き
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時
◇
保
原
会

場
…
保
原
町

産
業
振
興
会

館
・
六
月
十
三

日
（
木
）
◇

福
島
会
場

…
福
島
県
文
化

セ
ン

タ
ー

・
六

月
十

八
日

（

火
）
▼
時
間

…
い
ず
れ

も

午
後
二
時

か
ら

▼
内
容

…

平
成
十
五

年
三
月
新
規

学

校
卒
業
者

を
対
象
と
す

る

求
人
申
し

込
み
の
手
続

き

に
つ

い
て

。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
公
共
職
業
安
定
所

ｎ
（
５
３
４
）４
1
2
1

未
就
職
の

高
校

卒
業
生
へ

能
力
開
発

支
援
給
付
金

福
島
県
で
は
、
今
年
三

月
に
高
校
を
卒
業
し
、
就

職
が
決
ま
っ
て
い
な
い
方

を
対
象
に
、
就
職
の
た
め

の
教
育
訓
練
の
受
講
費
用

を
給
付
す
る
「
能
力
開
発

支
扱
給
付
金
」
制
度
を
開

設
し
、
職
業
能
力
の
開
発

と
早
期
就
職
の
促
進
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

給
付
額
や
条
件
、
指
定

施
設
、
申
請
方
法
な
ど
詳

細
は
次
へ
問
い
合
せ
下
さ

い
。

★
問
い
合
せ

県
庁
職
業
能
力
開
発
課

］`（
５
２
１
）
7
3
0
0

全
国
安

全
週
間

「
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
危
険
ゼ
ロ

違
め
よ
う
職
場
の
安
全
管
理
」

産
業
界
に

お
け
る
自
主

的
な
労
働
災

害
防
止
活
動

を
推
進
し
、

広
く
一
般
の

安
全
意
識
の

高
揚
と
安
全

活
助
の
定
着

を
図
る

た
め

、

厚
生
労
働
省
で

は
毎
年
、

全
国
安

全
週

間
を
提
唱
し

て
お
り

ま
す

。「
め
ざ
す
ゴ

ー
ル
は
危
険

ゼ
ロ
　

進
め

よ
う
職

場
の
安
全
管
理
」

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
六
月

を
準
備
月
間

と
し
、
七
月

一
日
か

ら
七
日
ま
で

の
本

週
間
に

向
け

て
職
場
で
の

安
全
性

点
検
。
見
直
し

を

お
願

い
し

ま
す
。

男女共同参画社会形成に向

けて、次の 催しを行います。ふる

つて参加ください。

男女共生シンポジウム
卜日時…６月２日1  3 時 3 分から16 時 ●内

容…「女性議員が増えれば日本が変わる？」

をテーマに赤松良子氏（元文部大臣）の基

調講演とシンポジウム

未来館フォーラム
卜･日時…６月１６日１３時３０分から１５時

３０分●住民の創造力 によるまちづくり が

テーマで「創造都市への挑戦」と題し佐々

木雅幸氏（立命館大学教授）の講演会1･そ

の他…先着４００名で事前参加申込みをお

願いします。当日託児所が準備されます。

※会場はともに福島県男女共生センター（二

本松市郭内一丁目196  ｰ 1 ) 研修ホールで

す。申込み問合せは同 センター0024

23  ｰ  8304 まで

西
分
署
だ
よ
り

予

防

救

急
（
子
供
編
）

乳
幼
児
に
と
っ
て
家
の
中
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
身

の
回
り
の
危
機
管
理
を
し

ま
し
よ
う
。

・
三
歳
ま
で
の
乳
幼
児
に
は
口
の
中
に
入
れ
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
特
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
等
の
豆
類

は
気
管
で
腐
る
と
肺
炎
を
、
ボ
タ
ン
電
池
は
脳
内

で
腐
食
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
身
近
な
毒
薬

ジ
ュ
ー
ス
や
水
に
溶
け
た
二
コ
チ

ン
は
数
倍
危
険
で
す
。（
小
児
の
致
死
量
は
タ
バ
コ

一
本
分
）
空
缶
を
灰
皿
が
わ
り
に
す
る
の
は
止
め

ま
し
よ
う
。

一

子
供
は
洗
面
器
や
バ
ヶ
ツ
の
水
で
も
溺
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
常
に
注
意
深
く
観
察
し
、
赤
ち
ゃ

ん
の
目
線
で
身

の
回
り
を
点
検
し
ま
し
よ
う
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
薯

ｎ

５
８
２
－
3
1
9
0



総
務
省
か
ら

電
波
利
用

保
護
旬
間

六
月
一

日
～
十
日
ま
で

は
「
電
波
利
川
保
護

旬
間

」

で
す
。

よ
り
よ

い
電
波
環
境

が

豊
か
な
惜

報
社
会
を
さ

さ

え
ま
す
。

電
波
は
み
ん

な

の
も
の
だ

か
ら
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て

正
し
く
使

い
ま

し
よ

う
。

電
波
の

混
信
・
妨
害

に

つ

い
て
は

、
総
務
省
東

北

電
気

通
信
監
理
局
監

視
課

｀
″
０
２
２
（
2
2
1

）
0
6
4
1

へ
連

絡
、
お
問

い

合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童

手
当

受
給
者
は

、

毎
年
六

月
中
に
児
童

手
当

の
現
況

届
を
提
出
し

な
け

れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の

届
け
は
、
引

き
続

き
受
給

の
た
め
の
要

件
を

確
認
す

る
も
の
で
、
届

け

が
な

い
と
、
六
月
以

降
の

手
当
が

受
け
ら
れ
な

く
な

り
ま

す
の
で
ご
注
意

く
だ

さ

い
。

な

お
、
該
当

者
に

は
通

知
を
差
し
上
げ

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

保
健

福
祉
課
福
祉

係

｀
］（
５
８
５

）
2
7
9
3

納
期
限
五
月
三
十
日

４

自

動

車

税

・

軽

自

動

車

税

自
動
車
税
及
び
怪
自
動

車
税
の
納
期
限
は
五
月
三

十
一
日
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
付
く
だ
さ
い
。

領
収
書
に
は
自
動
車
の

継
続
検
査
用
（
車
検
川
）

の
納
税
証
明
耆
が
つ
い
て

い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替

の
方
へ
は
後
日
送
付
い
た

し
ま
す
。

身
体
障
者
・
養
育
手
帳

等
を
お
持
ち
の
方
で
一
定

の
嬰
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
納
に
よ
り
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
次

へ
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
問
い

合
せ

自

助
車
税
…
県

北
地
方
振

興

局
県
税
部

ｌ`（
５
２
１

）
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6
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軽
自

動
車
税
・
：
役

瑚
税
務

課
｀
ｌ（
５
８
５

）
2
7
7
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うつくしまねんりんピック2002

本年10 月19日～22日にかけて福島県で開催さ

れる第15回全国健康福祉祭ふくしま大会（うつく

しまねんりんピック2002 ) が開催されます。大会

に参加いただけるボランティア等を募集します。

ボランティア募集

･･募集内容…県内在住の15歳以上の方で、大会期

間中に都合の艮い日に参加していただける方（活

動場所と内容についてはお問い合わせください。）･･

応募

申込み用紙に所定の事項を記入し、下配へ郵送ま

たはＦＡＸで応募ください｡|･応募期限…７月12日

アシスタント募集

･･募集内容･･-県内在住の18歯以上の方で、各種式

典やイベント等のアシスタント
･･応募方法…応募用紙に所定の事項を配入し、３

ヵ月以内に撮影したサービス版の全身カラー写真

を１枚添付し、下記へ郵送又は直接持参してくだ

さい。●応募期限…６月21日

応募・問い合せ先

〒96(卜8670 ･福島県庁内

第15回全国健康福祉祭ふくしま大会時異行委貝会

0521  ｰ FAX52  ﾄ 7886

ヒナを拾わないで!

! 野鳥にとって今が巣立ちの シ

ーズンです。飛ぷ力が充分につ

いていない 巣`立ちヒナ’が地

面にいるのを見かけます。そん

な眄はそっとし ておいて、その

場から離れましょう。

近くに親鳥がおり、人の 手を

借りる必要はありま

せん。

日本鳥 獣保護連盟

及び日本野鳥の 会で

は「ヒナを拾わない

で！」キャンペーン

を実施中 です。
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高
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恵
子

丿
7
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鳥
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渡
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幸

一
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）
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坂
　

ゲ
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い
8
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前
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）

高
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正
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丿
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貝

田
）

佐

藤
小
太
郎
j
8
9（
小

坂
）

渡
邉
　
　

明
j
6
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錦
町
）

（
４

月
末
日

ま
で
に
、
当

町

窓
口
で

受
付

し
た
方
で

、

住
所
を
有
す

る
方
を
掲
戟

し

ま
し

た
。
）

掲載を希里さ れない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

６月の心配ご と相談

５日啝 八さ 忠･ へ

６!戝さよ111气

14 日渣）「を祕dﾓ 維4

岩野 稠μ4

25 日脚 鈴木IE 人り

小西 刪 μ4

●場所 役場(  2

●時間 午前9  時 ~ 正 午

人口と世帯
平成14 年4月1日現在

人口11.091 人（－１）

男 5  ,  80 人（－ ７）

女5.76  ｰ人〈＋ ６〉

出生 ６人 死亡11 人

転入６２人 賑出58 人

世帯3.202 世帯(  十 2 )



生涯学習

つうしん

国見町 教育委員会生 涯学習課

(観 月台文化 セン ター)

谷 (  585  ) 76 FAX  ( 585 ) 27071

図書室からのお知らせ

図書の電算化が始まりました

観月台文化センター図書室では、図書の電算化により、

本の検索や、貸出、返却が大変スムーズになりました。

①借りたままになっている本は、ありませんか。

貸し出し期限は、２週間以内でひとり５冊まで借り

ることができます。

図魯電算化（４月15日）以前に借りた本を返却する

際は、登録番号を紙に書いて本と一緒にカウンター

に置いてくださいO

図書電算化以降に借りた本を返却する場合は、図書

室カウンターに置いてください。

②本を借りる時には、「図書利用者カード」が必要です。

｢図魯利用者カード｣ は､ 図書室のカウンターで国見

町内在住・在勤の方に発行します。

③ビデオは、図書室又は児奎宰で鑑賞できます。

ビデオを借りる眄は、職異に声を掛けて下さい 。

④図書室（児童室）でのご飲食はご遠慮ください。

飲食は、ラウンジをご利

用ください。

⑤図書室(児帝宰)を利用する

前に受付してください。

観月台文化センター事務

室で図書室（児童室）利

用者名簿に記入し受付を

してください。

新
し
い
利
用
者
カ
ー
ド

利用される場合は、新

たに登録することにより
交付される新利用者カー

ドを提示してください。

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

( 児童図書) く一般 図書 ）
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図●電算化のため、斬しく「利用者カード」の受付

をしています。この機会に登録をおすすめいたします。

行事のお知らせ
（ ５ 月 》

15日(水) くにみ女性教室(開講式)

20日(月) 子ども移動図母館(藤田小１年)

21日(火) 阿津賀志学級(美容教室)

子ども移動図書館(藤田小２年)

22日(水) くにみ女性教室

(家庭ゴミについて)

23日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

24日(金) 子育て教室(みんなで遊ぼう)

成人学級(見学学習)

28日(火) 子ども移動図番館(藤田小３年)

30日(木) 阿津賀志学級(春の研修旅行)

《 ６ 月 》

２日( 日) 子 育て教室

(さ つま 芋を植えよう)

３日( 月) 休 館日

４日( 火) 阿 津賀志学級

(奉仕作業･ 交通 安全教室)

子ども 移動図 書館(小 坂小)

６日( 木) 阿津 賀志学級( 和紙工 芸教室)11

日( 火) 阿津 賀志学級( 料理 教室)

12日( 水) く にみ女性教 室(介護 につい て)13

日( 木) 阿津 賀志学級( 和紙工 芸教室)14

日( 金) 子ど も移動図書 館( 藤田 小 １年)

子冐て教室(端午の節句の会をしよう)

成人 学級( 体力 づくり)



“少年 劇場 ”

6月８日( 土)

10:３０～　入場無料

場所:観月台文化センターホール

問い合わせ●●・ 隻廛辛雷霹又化 係 0 ( 58 26 ? 6

「
聞
い
て

遊
ん
で

う
た
お
う
会
」

幼

児
、

小
学

生
を

対
象

に
折

り

紙

、

ま
り

つ
き

、

お
手
玉

な

ど
伝

承
の

遊

び
を

楽
し

ん
だ

り
、

未
来

昨
で

活

躍

し

た

語
り

予
の

作
1‐
1話
を
聞

い
た
り

し

ま
す

。

ぜ

ひ
、

ご
参

加

く
だ

さ

い
。

期
日
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午
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９

時

半

～
Ｈ
時

※

毎
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第
１

十

曜
日

（
８

月
、
Ｈ

月
、
1
2月

を

除
く

）

場
所
　

観
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台
文
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タ
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第

一

和
室

※
会

費
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無
料

で
す

。
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催
　

木

曜

会

（
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池
g
5
8
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2
6
7
6

）

パソコン講習会

平成14年度のパソコン教室がスタ

ートしました。６月からは新たらし

くワード・エクセル各初級講座が始

まります。

６月開催日程

講座名 �講座番弓 � 開催日 � 閙催時間

ワ ード

初　 畷 �

第酊昼間,I�４次1,木口1火13

木川a夊 �13

 : 30～15:30

�第5 1‘夜間) ��19:圜～21:(X)

エクセル
初　 級 �

第8C荳問）�10月囗X｣水口4t･17

月! 19ふ �13:l

〕～15:30

�第9r夜間j ��19:(X]～21:00

糯　 子
パソコン � 勢13 �1

 & 日 & 土 97,･6
 田 �9:30

～11:30

全日程Lこついては配布されたお知らせをご覧ください、

第５．第９の鎬噛は定目に遠しましたが．第4. 第８．

第３に若干空きがあります．

群しくは.観月台文化センターts585･-2676)まで問い

合せください、

ス
ポ
ー
ツ

募 集 町民 ハイムキン グ

～歴史と自然探索～

日　時　６月30日(日) ８時

文化センター出発

鳩 所 町内の歴史と自然探索コース

(藤田城跡 石母田供養石塔

軽経の腰掛松 長坂の茶屋跡 岩淵遺跡)

対 象 国見町在住又は勤務している方

( 親子参力0も可)

定 貝30 人

参加料　無料

申込み　６月４日から11日までの問に、

生涯学習課へお申し込みください。

電話での申し込みも可です。

問い合わせ

生涯学習課 管理兼社会体育係

スポーツ事業 ( 上半期)

今年度上半期に予定しているスポーツ事業

をお知らせします。

|｡ぷ1レ ッ 教ｉll
・小学生のためのソフトテニス教室

（５月11 日 ・18 日・ 19日 ）

・硬式テニス教室（ ７月19 日 ・26 日 ・８月 ２日 ）

にTし 呀,乂ポーツ士穴1

・開会式 ソフトボール ゲートボール 卓球
（６月２日）

・野球 パウンドテニス グラウンドゴルフ
（６月９日）

・スポ少ソフトボール（６月15日）
・家庭バレーボール 閉会式 表彫式
（６月16日）

lス,1ト ツ・レ クI_.;匠一ション】

・町民ハイキング
（６月30日 町内の歴史と自然探索）

・スポーツテスト｛７月14日｝

l スポーツ大三1

・国見町 桑折町青少年健全育成剣道大会
（８月25日）

・相島 宮城 山形三県交流青少年柔道大会
（９月８日）

これは予定です。変更になる場合があります。募集
については、再度お知らせします。

カモメに飛ぶことを教え
た猫

観月台文化情報



国
見
二
ュ
ー
タ
ウ
ン

7
1区
画
分
譲
中

思
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
安
ら

ぎ
、
そ
し
て
快
適
性
を
集
大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
。
圃
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も

と
、
し
っ
か
り
造
っ
た
も
の

だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に

格
安
で
す
。

現
在
7
1区
画
を
分
譲
し
て

お
り
、
先
盾
順
に
要
望

区
画
が
選
択
で

き
ま
す
。
建
築
期
間
の
制
限
は
無

く
、
将
来
予
定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購

入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
現
地
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
動
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

板
橋
南
子
ど
も
会

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

は
既
に
六
四
世
帯
一
一

〇
七
名
の
方
が
住
居
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

中
で
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
で
構
成
す
る
板
橋

南
子
ど
も
会

が
地
区
に
根
ざ
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
は
イ
モ
煮
会
や
花
火
大
会
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
、
さ
ら
に
ゴ
ミ
拾
い
も
月
一
回

程
行
う
な
ど
活
発
な
活
動
↑涙
辰
開
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
日

曜
日
の
朝
に
は
親
子
一
緒
に
匸

二

班
編
成
で
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
公
園
や
通
路
な

ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
す
。

方
部
長
の

佐
藤
貰
章
さ
ん
は

「
新
し
い
街
な

の
で
隣
近
所
も
よ
く
分
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
集
ま
り
を
通
じ
、
親
同
士
も
つ
な

が

り
を
深
め
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
、
さ
ら
に
「
地

区
全
体
へ
と
つ
な
が
り
が
広
め
ら
れ
れ
ば
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

同
子
ど
も
会
は
平
成
十
三
年
度
に
発
足
し
、

現
在
二
十
一
世
帯
一
一
十
六
名
の
小
学
生
で
活
動

し
ｒ
ヽ
い
ま
す
。
新
七
な
両
刀
ま
５
づ
く
り
、
地

区
活
動
も
始
動
し
ま
し
た
。

集めら れたゴミの分別作業

今がお奨め
1｡国見町かしっかり支提
ニュータウン分譲斡旋奨励金支援事業とし

て分譲斡旋を頂いた場合､１区画あたり30
万円が支給されます。

2｡建てると有利
Ｕ Ｉターン者建築推奨事業とし て土地冢屋に

関わる固定資産税１ヵ年分が交付されます。

お申込み･お問い合わせ

国見町企画商工課谷 585-2927

協
力
し
て
で
き
た
一
年
生
を
迎
え
る
会

藤
田
小
六
年
　
本
多

章
悟

ぼ
く
た
ち

、
集
会
委
員
会
は
、
一
年
生
を
迎
え

る
会
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
缶
つ
み
ゲ
ー
ム
で
使

う
缶
を
集
め
る
た
め
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
し
て
呼
び

か
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
。
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま

し
た
。

会
の
当
日

。
ぼ
く
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担
当
し

ま
し
た
。
一
年
生
は
。
す
ご
く
楽
し
そ
う
で
、
一

年
生
を
迎
え
る
会
が
成
功
し
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。

あ
つ
か
し
登
山

藤
田
小
六
年
　
菅
野
　

仁
美

今
日
は
、
小
学
校
最
後
の
あ
つ
か
し
登
山
、
山

道
で
は
毛
虫
が
た
く
さ
ん
現
れ
。
ま
る
で
私
連
の

登
山
を
ま
ね
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
山
頂

か
ら
の
美
し
い
景
色
は
、
疲
れ
た
体
を
い
や
し
て

く
れ
ま
し
た
。
今
年
も
大
切
な
思
い
出
の
宝
物
が

一
つ
増
え
ま
し
た
。

編
集

発
行
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